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年

月

日
（
土
）
「
資
料
横
断
的
な
漢
字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（D

H
SJR

）
」
を
用
い
た
研
究
成
果
報
告
会

11

30

於

国
立
国
語
研
究
所

多
目
的
室

妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
声
点

―
同
時
期
の
字
音
直
読
資
料
と
の
比
較
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
―

（
広
島
大
学
）

佐
々
木

勇

〇
．
本
発
表
の
目
的

本
発
表
は
、
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
声
点
を
同
時
期
の
法
華
経
字
音
直
読
資
料
に
お
け
る
声
点
と
比
較

す
る
こ
と
で
、
当
時
の
日
本
漢
字
音
・
漢
語
音
資
料
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
先
行
研
究

〇
中
田
祝
夫
編
（
一
九
八
八
）
。

妙
一
記
念
館
蔵
本
「
仮
名
書
き
法
華
経
」
（
八
帖
）
（
以
下
、
妙
一
本
と
記
す
）
は
わ
が
鎌
倉
時
代
初
中
期
の
成
立

書
写
で
、
漢
文
原
典
を
和
訳
訓
釈
し
、
仮
名
書
き
文
に
書
き
下
し
た
も
の
と
し
て
甚
だ
優
れ
て
い
る
。
労
作
以
上
の
、

傑
作
で
あ
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
従
来
全
く
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
新
出
資
料
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代

の
仏
教
社
会
に
お
け
る
一
方
の
輝
か
し
い
成
果
で
あ
る
と
記
し
て
も
、
誇
大
な
表
現
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
資
料
を
重

要
な
国
語
史
資
料
と
し
て
、
ま
た
鎌
倉
時
代
の
仏
教
社
会
の
あ
る
一
面
を
物
語
る
証
拠
資
料
と
し
て
重
視
す
べ
き
で
あ

る
と
し
た
の
は
わ
た
し
の
新
見
で
あ
る
。
（
影
印
篇
上
巻
、
中
田
祝
夫
の
序
文
冒
頭
）

〇
沼
本
克
明
（
一
九
九
三
）
（
沼
本
（
一
九
九
七
）
に
修
訂
所
収
）
は
、
「
九
条
本
法
華
経
音
の
反
切
の
分
析
に
よ
っ
て
導

き
出
さ
れ
る
各
漢
字
の
声
調
と
、
妙
一
記
念
館
本
法
華
経
の
漢
語
の
各
字
に
加
点
さ
れ
て
い
る
声
調
」
と
を
対
照
し
た
。
そ

の
結
果
を
、
沼
本
（
一
九
九
七
）

・

頁
か
ら
、
左
に
引
用
す
る
。
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本
書
の
漢
字
声
調
は
、
平
安
時
代
の
法
華
経
字
音
直
読
に
伝
承
さ
れ
た
字
音
（
呉
音
）
の
声
調
を
基
盤
に
し
、
そ
の

去
声
一
音
節
字
が
上
声
化
し
た
四
声
体
系
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
漢
字
声
調
に
お
い
て
は
、
上
声
ま
た
は
去
声
に
下
接
す
る
去
声
は
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
を
起
こ
し
て
上
声
化
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
上
去
」
「
去
去
」
の
声
調
の
組
み
合
せ
を
持
つ
漢
語
は
原
則
と
し
て
存
在
し
な
い
。

以
上
の
二
現
象
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
呉
音
資
料
に
一
般
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
本
書
の
加
点
が
鎌
倉
初

期
頃
と
す
る
こ
と
に
矛
盾
し
な
い
。

更
に
、
本
書
の
漢
語
で
は
入
声
点
と
平
声
点
と
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ハ
行
転
呼
音
を
契
機
に
し
て
唇
内

入
声
字
と
平
声
「
―
う
」
韻
尾
字
と
の
区
別
が
弛
緩
し
、
更
に
こ
の
弛
緩
が
入
声
と
平
声
の
全
般
に
及
ん
だ
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
後
々
に
、
入
声
点
の
消
滅
し
た
「
名
目
抄
」
の
よ
う
な
資
料
が
出
現
す
る
が
、
本
書
は
そ
の
崩
芽
的
な
も

の
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
、
ま
た
、
こ
の
現
象
は
平
仮
名
文
と
い
う
位
相
性
を
反
映
し
た
本
書
の
特
徴
と
言
え
る
か
と

思
う
。
こ
こ
で
あ
え
て
特
徴
と
言
っ
た
の
は
、
同
時
代
の
他
資
料
に
比
し
て
異
例
が
圧
倒
的
に
多
い
か
ら
で
あ
っ
て
、

勿
論
数
例
の
異
例
を
見
る
も
の
は
他
に
も
皆
無
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
ハ
行
転
呼
音
を
契
機
と
す
る
唇
内
入

声
字
と
平
声
「
―
う
」
韻
尾
字
を
中
心
と
す
る
数
例
が
散
見
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
が
一
般
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
三
現
象
を
除
け
ば
、
九
条
本
と
の
比
較
で
の
異
例
率
は
、
延
べ
例
数
で
言
う
と
、
平
→
上
一
・
六
％
、



- 2 -

平
→
去
〇
・
九
％
、
去
→
平
二
・
四
％
、
去
→
入
〇
・
六
％
、
の
計
わ
ず
か
五
・
五
％
と
な
り
、
全
体
と
し
て
単
字
声

調
の
揺
れ
が
非
常
に
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
五
・
五
％
の
異
例
の
理
由
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
所
謂
語
ア

ク
セ
ン
ト
化
に
関
係
す
る
単
字
声
調
の
変
化
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
僅
か
に
う
か
が
っ
た
に
す
ぎ
な

い
。

〇
小
林
芳
規
（
一
九
九
三
ａ
）
・
同
（
一
九
九
三
ｂ
）
。

妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
訓
読
法
は
、
天
台
宗
山
門
派
の
そ
れ
に
一
致
す
る
。

二
、
本
研
究
の
方
法
と
対
照
資
料

１
．
本
研
究
の
方
法

右
の
先
行
研
究
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

本
資
料
は
、
鎌
倉
時
代
初
中
期
成
立
書
写
の
法
華
経
和
訳
仮
名
書
き
文
で
あ
り
、
類
例
の
無
い
、
重
要
な
国
語
史
資
料
で

あ
る
。
そ
の
和
訳
文
は
、
天
台
宗
山
門
派
の
訓
読
法
に
基
づ
く
。

本
資
料
は
、
伝
統
的
な
法
華
経
音
読
の
声
調
を
基
本
的
に
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
平
仮
名
文
と
い
う
位
相
性
を
反

映
し
」
、
伝
統
的
な
法
華
経
音
読
の
声
調
に
合
わ
な
い
部
分
を
含
む
。
そ
の
原
因
の
多
く
は
、
未
解
明
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
資
料
の
漢
字
音
・
漢
語
音
を
法
華
経
音
読
史
上
・
日
本
呉
音
史
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
先
立
ち
、
同

時
代
の
字
音
直
読
資
料
と
の
比
較
研
究
を
な
す
必
要
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
そ
れ
を
行
な
う
。

な
お
、
本
資
料
字
音
注
の
全
体
は
、
漢
字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
向
け
、
巻
第
五
の

途
中
ま
で
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
書
式
で
入
力
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
坂
水
貴
司
氏
か
ら
、
全
巻
入
力
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
た
。

た
だ
し
、
語
認
定
と
デ
ー
タ
確
認
は
佐
々
木
が
行
な
っ
た
。
デ
ー
タ
の
誤
り
は
佐
々
木
の
責
任
で
あ
る
。

２
．
比
較
対
象
の
字
音
直
読
資
料

妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
と
同
じ
天
台
宗
山
門
派
の
鎌
倉
初
中
期
法
華
経
字
音
点
を
比
較
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
現
存
し
な
い
。
そ
こ
で
、
左
の
諸
本
と
比
較
す
る
。

Ａ
．
国
会
図
書
館
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
鎌
倉
中
期
春
日
版
（
Ｗ
Ａ
３
―
８
）
巻
第
一
～
七
・
鎌
倉
中
期
朱
声
点

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
鎌
倉
中
期
写
本
（24

函120

架0892

号
）
巻
第
八
・
鎌
倉
中
期
朱
声
点

国
会
本
は
、
鎌
倉
中
期
の
法
華
経
字
音
点
と
し
て
、
沼
本
（
一
九
八
二
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る
（

・

・

・

頁
）
。
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小
倉
肇
（
一
九
九
五
）
で
は
、
「
国
会
本
丙
・
ｇ
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
私
も
原
本
閲
覧
し
、
全
巻
移
点
し
た
。
現

在
は
、
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
（https://dl.ndl.go.jp/pid/2610821

）
で
全
文
の
カ
ラ
ー
画
像
が
公

開
さ
れ
て
お
り
、
常
に
字
音
注
の
確
認
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
比
較
資
料
と
し
て
用
い
る
。
公
開
画
像
か
ら
も
知
ら

れ
る
と
お
り
、
朱
声
点
よ
り
先
に
墨
声
点
が
加
点
さ
れ
た
巻
と
墨
声
点
が
朱
声
点
を
補
っ
て
い
る
巻
と
が
あ
る
。
本
発
表
で

は
、
全
巻
に
加
点
さ
れ
て
い
る
朱
声
点
を
比
較
対
象
と
し
、
墨
声
点
も
参
照
す
る
。
春
日
版
で
あ
る
こ
と
と
、
声
点
の
加
点

形
式
と
か
ら
、
南
都
の
加
点
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

大
東
急
本
（
巻
第
七
・
第
八
）
は
、
国
会
本
が
巻
第
八
無
加
点
で
あ
る
た
め
、
同
期
・
同
種
の
声
点
加
点
資
料
と
し
て
、

巻
第
八
の
朱
声
点
を
用
い
る
。
こ
の
大
東
急
本
の
声
点
に
つ
い
て
も
、
沼
本
（
一
九
八
二
）

頁
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま

241

た
、
小
倉
肇
（
一
九
九
五
）
で
は
、
「
大
東
急
本
戊
・
ｌ
」
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
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な
お
、
時
代
を
遡
っ
た
状
態
を
知
り
た
い
場
合
、
左
の
字
音
点
二
点
を
参
照
す
る
。

Ｂ
．
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
末
期
～
鎌
倉
極
初
期
加
点
本

天
台
宗
寺
門
派
の
加
点
本
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
築
島
裕
・
小
林
芳
規
が
原
本
調
査
し
て
お
り
、
小
林
芳
規
（
一
九
七
〇
）

で
活
用
さ
れ
た
。
沼
本
克
明
（
一
九
七
二
）
・
沼
本
（
一
九
八
二
）
で
も
、
「
築
島
裕
・
小
林
芳
規
両
先
生
の
御
移
点
本
を

拝
借
し
て
調
査
し
た
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

全
体
の
画
像
公
開
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
全
巻
を
原
本
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

Ｃ
．
西
教
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
期
加
点
本

現
存
最
古
の
字
音
直
読
『
妙
法
蓮
華
経
』
訓
点
本
で
あ
る
。
天
台
宗
山
門
派
加
点
の
字
音
直
読
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
し
て

唯
一
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
Ｂ
よ
り
さ
ら
に
古
い
点
本
で
あ
る
も
の
の
、
参
照
す
る
。

全
体
の
画
像
は
未
公
開
で
あ
る
た
め
、
原
本
調
査
に
依
る
。

三
、
声
点
加
点
の
実
態
と
反
映
す
る
声
調
の
時
期

１
．
声
点
加
点
巻
と
加
点
形
式

漢
字
交
じ
り
平
仮
名
本
は
、
漢
字
に
声
点
を
加
点
し
な
い
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
同
じ
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
で
あ
っ
て

も
、
同
時
期
書
写
の
天
理
図
書
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
巻
第
三
や
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
識
語
足
利
本
『
仮
名
書
き

法
華
経
』
八
巻
に
は
、
声
点
加
点
が
無
い
。
特
に
、
平
仮
名
の
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
た
漢
字
に
声
点
を
加
点
し
た
文
献
は
、

鎌
倉
時
代
に
見
出
し
が
た
い
。
本
資
料
の
漢
語
へ
の
声
点
加
点
は
希
少
な
例
で
あ
り
、
分
析
す
る
価
値
が
存
す
る
。

本
資
料
に
は
、
声
点
が
加
点
さ
れ
た
巻
と
無
加
点
の
巻
と
が
存
す
る
。
巻
第
二
の
声
点
加
点
が
最
も
密
で
あ
る
（
後
述
）
。

声
点
加
点
巻
―
―
巻
第
二
・
五
・
六
・
七
・
八

声
点
無
加
点
巻
―
巻
第
一
・
三
・
四

本
資
料
お
よ
び
比
較
資
料
の
声
点
形
式
は
、
影
印
・
公
開
画
像
お
よ
び
先
行
研
究
で
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
整
理
す
る
。

◎
妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』

四
声
を
区
別
し
、
濁
声
点
は
「

」
を
使
用
す
る
。
こ
の
声
点
形
式
は
、
鎌
倉
時
代
初
中
期
の
呉
音
読
資
料
に
お
け
る

●●

最
も
一
般
的
な
声
点
加
点
形
式
で
あ
り
、
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
。

平
声
点
・
入
声
点
と
比
べ
て
や
や
高
い
位
置
に
加
点
さ
れ
た
軽
点
の
よ
う
な
声
点
も
存
す
る
も
の
の
、
一
声
調
を
示
す
体

系
的
な
加
点
と
は
判
断
で
き
な
い
（
四
、
１
で
検
討
す
る
）

Ａ
．
国
会
図
書
館
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
鎌
倉
中
期
春
日
版
（W

Ａ3-8

）
巻
第
一
～
第
七
・
鎌
倉
中
期
朱
点

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
鎌
倉
中
期
写
本
（24

･120
･892)

巻
第
八
・
鎌
倉
中
期
朱
声
点

国
会
図
書
館
蔵
本
の
朱
声
点
は
、
沼
本
（
一
九
八
二
）

頁
で
ま
と
め
ら
れ
た
と
お
り
、
毘
富
羅
声
・
不
入
声
を
区
別
し
、

241

本
濁
「

」
・
新
濁
「
●
●

」
を
使
用
す
る
。
軽
点
も
存
す
る
。
墨
声
点
も
同
期
の
加
点
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
朱
声
点
が
無

●●

い
漢
字
へ
の
加
点
例
は
、
参
照
す
る
。
ま
た
、
大
東
急
本
巻
第
八
は
、
同
期
・
同
種
の
声
点
加
点
で
あ
る
（
こ
れ
も
、
沼
本

（
一
九
八
二
）

頁
、
参
照
）
。

241

Ｂ
．
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
末
期
～
鎌
倉
極
初
期
点

平
上
去
入
の
四
声
と
、
平
声
軽
と
を
区
別
す
る
。
濁
声
点
は
「

」
で
あ
り
、
新
濁
点
を
「

」
「

」
で
示
す
。

●●

●〇

〇●

Ｃ
．
西
教
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
期
点

九
条
本
法
華
経
音
・
法
華
経
単
字
の
巻
末
点
図
に
近
い
複
雑
・
高
度
な
声
点
加
点
が
実
行
さ
れ
て
い
る
（
本
清
「
●

」
・
本
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濁
「

」
・
新
濁
「
┛
」
の
外
、
本
濁
を
清
・
清
濁
未
決
・
清
濁
未
決
を
清
・
清
濁
未
決
を
濁
・
清
濁
任
意
を
、
そ
れ
ぞ
れ

―

異
な
る
形
式
の
声
点
で
区
別
す
る
）
。

四
声
と
平
声
軽
、
毘
富
羅
声
・
不
入
声
を
区
別
し
、
「
唐
音
」
（
漢
音
）
を
示
す
漢
字
中
央
の
「
●

」
も
存
す
る
。

２
．
字
音
点
全
体
に
お
け
る
声
点
の
割
合

発
表
者
は
、
呉
音
資
料
に
声
点
が
加
点
さ
れ
は
じ
め
る
十
一
世
紀
に
お
け
る
声
点
加
点
状
態
に
つ
い
て
、
調
査
・
公
表
し

た
こ
と
が
あ
る
（
佐
々
木

勇
（
二
〇
二
三
）
）
。
そ
の
要
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〇
字
音
直
読
資
料
は
、
仮
名
音
注
等
よ
り
声
点
加
点
例
の
ほ
う
が
多
く
、
声
点
加
点
率
が
高
い
。

〇
漢
文
訓
読
資
料
の
声
点
加
点
例
は
、
仮
名
音
注
等
の
半
数
以
下
で
あ
る
。

〇
和
化
漢
文
訓
読
資
料
は
、
漢
文
訓
読
資
料
よ
り
も
さ
ら
に
声
点
加
点
率
が
低
く
、
仮
名
音
注
等
の
三
分
の
一
以
下
で
あ

る
。

〇
和
文
に
は
、
漢
字
に
も
仮
名
に
も
、
声
点
は
一
切
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。

本
資
料
に
お
け
る
仮
名
音
注
と
声
点
加
点
漢
字
の
延
べ
数
を
算
出
す
る
と
、
つ
ぎ
の
表
一
の
と
お
り
と
な
る
（
左
注
の
仮

名
音
注
は
、
含
ま
な
い
。
踊
り
字
は
仮
名
音
注
と
し
、
当
該
例
に
複
数
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
漢
字
も
一
と
数
え
た
）
。

（
表
一
）
各
巻
音
注
加
点
漢
字
数
（
延
べ
数
）

音
注

巻

第
二

第
五

第
六

第
七

第
八

計

仮
名
音
注

5004
5178

5287
5085

4240
31672

(

％)
(66.4)

(93.1)
(87.1)

(84.7)
(
80.8)

(84.9)

声
点

2527
384

785
916

1006
5618

(

％)
(33.6)

(
6.9)

(12.9)
(15.3)

(
19.2)

(
15.1)

計

7531
5562

6072
6001

5246
37290

(

％)
(100.0)

(100.0)
(100.0)

(100.0)
(100.0)

(100.0)

本
資
料
全
体
の
声
点
加
点
率(

15.1

％)

と
比
較
し
て
、
巻
第
五
は
低
く(

6.9

％)

、
巻
第
二
は
声
点
加
点
率
が
高
い(33.6

％)

。
比
較
的
声
点
加
点
が
密
な
巻
第
二
で
は
、
仮
名
音
注
の
半
数
程
度
の
声
点
加
点
数
が
存
す
る
。
先
に
も
述
べ
た
と
お

り
、
漢
字
ま
じ
り
平
仮
名
文
の
漢
字
に
声
点
を
加
点
す
る
こ
と
自
体
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
字
音
直
読
あ
る
い
は
漢
文

訓
読
資
料
か
ら
声
点
を
移
点
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

と
は
い
え
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
漢
字
に
声
点
を
加
点
し
、
仮
名
音
注
は
僅
少
で
あ
る
Ａ
国
会
本
・
大
東
急
本
鎌
倉
中

期
点
と
は
、
明
確
に
異
な
る
実
態
で
あ
る
。
院
政
期
の
字
音
直
読
資
料
Ｂ
・
Ｃ
も
、
声
点
加
点
数
に
比
し
て
、
仮
名
音
注
加

点
数
は
遙
か
に
少
数
で
あ
る
。

な
お
、
巻
第
八
は
、
妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
に
お
い
て
比
較
的
声
点
加
点
率
が
高
い
巻
で
あ
る
。
し
か
し
、

巻
第
八
中
の
陀
羅
尼
に
は
、
振
り
仮
名
は
存
す
る
も
の
の
声
点
は
一
切
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
沼
本
克
明
（
二
〇

〇
九
）
は
指
摘
し
、
本
資
料
の
陀
羅
尼
は
、
「
四
声
を
放
棄
し
て
完
全
に
日
本
化
し
た
読
誦
に
な
っ
た
段
階
」
で
あ
る
、
と

し
た
。
一
方
、
Ａ
大
東
急
本
鎌
倉
中
期
点
で
は
、
巻
第
八
の
陀
羅
尼
に
も
声
点
を
加
点
し
て
い
る
。

本
資
料
に
は
、
全
巻
漢
字
に
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
声
点
を
加
点
し
な
い
巻
（
巻
第
一
・
三
・
四
）
が

存
す
る
。
声
点
を
加
点
し
た
巻
で
も
、
字
音
直
読
資
料
に
比
べ
て
声
点
加
点
率
が
低
い
。
こ
れ
は
、
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
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資
料
と
字
音
直
読
資
料
と
の
位
相
差
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．
仮
名
音
注
と
声
点
と
の
前
後
関
係

公
刊
さ
れ
た
影
印
は
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
り
、
墨
の
本
文
と
重
な
っ
た
朱
声
点
・
朱
句
切
り
点
に
存
否
不
明
の
箇
所
が
残
る
。

そ
の
た
め
、
原
本
閲
覧
で
朱
点
を
確
認
し
た
。
こ
の
原
本
調
査
に
よ
っ
て
、
声
点
と
振
り
仮
名
と
が
重
な
る
場
合
、
声
点
が

上
に
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
声
点
は
、
振
り
仮
名
の
後
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。

先
行
す
る
振
り
仮
名
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
本
行
漢
字
右
に
振
ら
れ
て
お
り
、
一
字
の
漢
字
に
も
「
事(

平
濁)

」
（
二

0178-6

し

・0185-3

・
七1113-5

等
）
「
言(
上
濁)

」
（
七1081-3

・1082-4

・1084-3

等
）
の
ご
と
く
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

（
１
）

こ
ん

よ
っ
て
、
本
資
料
本
行
は
、
字
音
語
を
漢
字
で
書
く
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
ご
く
希
に
「
こ
と
」「
ひ
と
」

な
ど
の
訓
が
振
ら
れ
た
例
も
存
す
る
）
。
な
お
、
「
法
蓮
華
經
」
や
漢
数
字
「
一
」
「
二
」
「
百
」
「
千
」
な
ど
繰
り
返
し
出
現

す
る
漢
語
は
、
振
り
仮
名
無
加
点
の
場
合
が
あ
る
も
の
の
、
異
な
る
箇
所
の
振
り
仮
名
加
点
例
か
ら
、
こ
れ
ら
も
音
読
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
振
り
仮
名
に
続
け
て
加
点
さ
れ
た
声
点
は
、
音
種
・
音
形
を
示
す
た
め
で
は
な
く
、
声
調
・
清
濁
を
示
す
必
要

が
あ
る
漢
語
に
加
点
さ
れ
て
い
る
、
と
推
測
さ
れ
る
。

４
．
本
資
料
声
点
が
反
映
す
る
声
調
の
時
期

ア
．
字
音
語
へ
の
声
点

妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
本
行
と
右
振
り
仮
名
お
よ
び
左
注
は
、
鎌
倉
初
中
期
の
書
写
・
加
点
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
原
本
調
査
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
た
。

し
か
し
、
振
り
仮
名
の
後
に
加
点
さ
れ
た
声
点
も
同
時
期
の
加
点
な
の
か
ど
う
か
は
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

右
に
引
用
し
た
沼
本
（
一
九
九
七
）
は
、
「
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
」
と
「
去
声
・
上
声
直
後
の
去
声
上
声
化
」
の
二

事
象
に
つ
い
て
、
「
加
点
が
鎌
倉
初
期
頃
と
す
る
こ
と
に
矛
盾
し
な
い
」
、
と
判
定
し
て
い
た
。

ま
た
、
「
入
声
点
と
平
声
点
と
の
混
乱
」
は
、
「
平
仮
名
文
と
い
う
位
相
性
」
故
に
、
同
時
代
の
字
音
直
読
資
料
・
漢
文

訓
読
資
料
よ
り
も
多
い
、
と
し
て
い
た
。
と
は
言
え
、
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
疑
問
に
回
答
す
る
よ
う
に
、
沼
本
（
二
〇
〇
二
）
が
書
か
れ
た
。
こ
の
論
文
中
で
、
妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法

華
経
』
同
様
、
唇
内
入
声
字
に
平
声
点
を
加
点
す
る
字
音
直
読
資
料
と
し
て
、
１
東
寺
蔵
『
仏
説
六
字
神
呪
王
経
』
文
永
十

一
年
（
一
二
七
四
）
点
（
金
剛
蔵
二
二
箱
二
一
号
）
・
２
仁
和
寺
蔵
『
仁
王
護
国
般
若
経
』
（
仮
入
箱
）
・
３
東
寺
蔵
『
仁
王

護
国
般
若
経
』
（
金
剛
蔵
一
九
四
箱
七
号
）
三
資
料
に
お
け
る
具
体
例
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
「
こ
の
種
の
資
料
の
存
在
に

よ
っ
て
、
字
音
読
誦
の
場
に
於
い
て
も
、
鎌
倉
時
代
文
永
時
代
に
は
確
か
に
唇
内
入
声
音
が
ハ
行
転
呼
さ
れ
て
、
平
声
字
と

全
く
区
別
し
得
な
い
形
に
ま
で
至
っ
て
い
た
事
を
知
る
事
が
出
来
る
」
、
と
ま
と
め
た
。

鎌
倉
時
代
中
期
の
字
音
直
読
資
料
に
こ
の
よ
う
な
加
点
資
料
が
存
す
る
な
ら
ば
、
妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』

の
声
点
が
、
本
行
・
振
り
仮
名
と
同
じ
鎌
倉
初
中
期
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
不
思
議
は
無
い
。

呉
音
声
調
が
反
映
す
る
時
期
が
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
い
つ
な
の
か
は
、
去
声
字
の
上
声
化
率
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

沼
本
（
一
九
九
七
）
は
、
『
九
条
本
法
華
経
音
』
の
去
声
字
に
妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
に
い
か
な
る
声
点

が
加
点
さ
れ
て
い
る
か
を
整
理
し
た
。『
九
条
本
法
華
経
音
』
の
欠
落
字
（
林
史
典
（
一
九
六
九
）
参
照
）
は
、
保
延
本
『
法

華
経
単
字
』
で
補
っ
て
い
る
。

（
２
）

本
発
表
で
は
、
『
九
条
本
法
華
経
音
』
の
去
声
字
に
限
定
せ
ず
、
本
資
料
に
お
け
る
去
声
点
・
上
声
点
加
点
漢
字
の
す
べ
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て
を
対
象
と
す
る
。
朱
声
点
に
先
ん
じ
て
そ
の
漢
字
に
振
ら
れ
た
平
仮
名
音
注
に
基
づ
い
て
、
当
該
字
音
の
拍
数
を
決
定
し
、

整
理
す
る
。
た
と
え
ば
、
当
該
字
に
「
功
徳
」
と
あ
れ
ば
、
「
功
」
は
一
拍
、
「
徳
」
は
二
拍
と
数
え
た
（
上
接
字
声
調
の

く

と
く

く

と
く

影
響
を
除
外
す
る
た
め
、
語
頭
の
用
例
に
限
定
し
た
）
。
す
る
と
、
結
果
は
、
表
二
の
数
と
な
っ
た
。

（
３
）

（
表
二
）
語
頭
の
声
点
加
点
字
数
（
被
加
点
漢
字
の
延
べ
数
）

声
点

平
声
点

上
声
点

去
声
点

計

拍
数

(

％)

一
拍

485
493

10
988

(51.9)
(88.4)

(1.4)
(44.8)

二
拍

447
65

706
1218

(48.9)
(11.2)

(98.6)
(55.2)

計

932
558

716
2206

(

％)
(100.0)

(100.0)
(100.0)

(100.0)

表
二
の
と
お
り
、
語
頭
字
の
全
数
は
、
上
声
点
加
点
字
と
去
声
点
加
点
字
、
一
拍
字
と
二
拍
字
と
で
大
き
な
差
は
無
い
。

と
こ
ろ
が
、
上
声
点
は
一
拍
字
、
去
声
点
は
二
拍
字
に
集
中
し
て
い
る
（
沼
本
（
一
九
九
七
）
、
参
照
）
。

平
声
点
に
は
拍
数
に
よ
る
差
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
資
料
の
去
声
点
・
上
声
点
は
、「
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
」

を
反
映
し
た
声
点
加
点
で
あ
る
、
と
言
え
る
。

語
頭
の
一
拍
字
に
去
声
点
を
加
点
し
た
の
は
、
左
の
十
例
で
あ
る
。

（
表
三
）
語
頭
の
一
拍
去
声
点
加
点
例
（[

墨]

は
墨
声
点
、
毘
は
ビ
フ
ラ
声
）

（
４
）

妙
一
本

所
在
巻
頁
行

Ａ
国
会
本
・
大
東
急
本

所
在
巻
頁
行

１

圍
（
去
）
遶(

平)

し

二0338-5

圍(

上)

（
［
墨
］
毘
）
繞
恭
敬

二29
―11

い

ね
う

２

志
（
去
）
念
し

二0197-2

志(

［
墨
］
上)

念
常
堅
固

二
７
―2

し

ね
ん

３

離
（
去
）
別(

入)

し

二0300-3

與
子
離(

［
墨
］
上)

別

二18

―2

り

へ
つ

４

兒
（
去
）

二0319-2

名
之
爲
兒(

［
墨
］
上)

二26

―22

に

５

功
（
去
）
徳(

入
濁)

二0179-1

如
是
等
功(

［
墨
］
上)

徳

二
５
―
６

く

と
く

６

（
同
右
）

八1308-6

百
千
万
億
功(

上)

徳
已

八0060c19

７

終
（
去
濁
）
沒(

入)

し

二0301-3

一
旦
終(

去
濁)(

［
墨
］
上
濁)

沒

二24

―19

し
ゆ

も
つ

８

充
（
去
）
遍(

入)

せ
り

二0242-5

雜
穢
充(

［
墨
］
去
濁)

遍

二15

―12

し
ゆ

へ
ん

９

充
（
去
濁
）
滿(

平)

し

二0261-5

衆
苦
充(

［
墨
］
去
濁)

滿

二18

―16

し
ゆ

ま
ん

（
同
右
）

七1167-5

充(

去
濁)

滿
其
願

七18

―
３

10右
例
１
・
２
は
、
Ａ
国
会
図
書
館
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
で
句
頭
字
で
あ
り
な
が
ら
、
上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
３
～
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６
も
Ａ
国
会
本
・
大
東
急
本
で
は
上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
資
料
Ａ
で
は
句
中
例
で
あ
る
た
め
か
も
し
れ
な

い
。
７
～

（
終
・
充
）
は
、
Ａ
国
会
本
に
も
去
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
例
７
は
、
Ａ
国
会
本
墨
点
は
上
声

（
５
）

10

点
で
あ
る
。

ま
た
、
妙
一
本
仮
名
書
き
法
華
経
に
は
、
語
中
の
一
拍
去
声
例
を
指
摘
で
き
る
。
右
と
同
形
式
の
表
に
し
て
、
語
例
を
掲

げ
る
。

（
表
四
）
語
頭
以
外
の
一
拍
去
声
点
加
点
例

妙
一
本

所
在
巻
頁
行

Ａ
国
会
本
・
大
東
急
本

所
在

受(

平
濁)

持(

去
濁)

し

二0289-4

但
樂
受
持(

［
墨
］
上
濁)

二

―
５

し
ゆ

ち

11

23

蜈(

上
濁)

蚣
（
去
）

二0243-1

蜈
蚣
（
毘
）(

［
墨
］
上)

蚰
蜒

二

―

こ

く

12

15

13

蘇(

上)

摩(

上)

那(

上)

華
油(

去)

燈(

上)
八1281-3

蘇
摩
那
華
油(

上)

燈

八0059b23

そ

ま

な

く
ゑ
ゆ

と
う

13

瞻(

平)

蔔(

入
濁)

華(

上)

油(

去)

燈(

上)

八1281-3

瞻
蔔
華
油(

上)

燈

八0059b24

せ
ん

ふ
く

く
ゑ

ゆ

と
う

14

善(

平
濁)

功
（
去
）
徳(

入
濁)

八1311-6
諸
善
功(

上)

徳

八0061a01

せ
ん

く

と
く

15

命(

平)

終
（
去
濁
）

二0275-1

其
人
命
終(

［
墨
］
去
濁)

二

―
３

み
や
う

し
ゆ

16

21

（
同
右
）

七1145-2

命
終(

去
濁)
之
後

七

―

17

13

21

侍(

平
濁)

從(

去
濁)

八1286-4

侍
從(

去
濁)

親
近

八0059c16

し

し
ゆ

18

羸(

平)

痩
（
去
）
し

二0340-5

飢
餓
羸
痩(

［
墨
］
平)

二

―

る
い

し
ゆ

19

29

16

表
四
・
例

～

は
、
資
料
Ａ
に
お
い
て
は
、
ビ
フ
ラ
声
ま
た
は
上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

11

15

１
～

の
範
囲
で
は
、
妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
へ
の
声
点
の
ほ
う
が
、
Ａ
国
会
本
・
大
東
急
本
よ
り
も
古

15

い
呉
音
声
調
を
反
映
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。

右
例
の
大
部
分
は
、
沼
本
（
一
九
九
七
）

・

・

頁
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
沼
本
（
一
九
九
七
）
は
、
右
は
例
外

229

230

248

的
で
あ
り
、
「
去
声
一
音
節
字
は
上
声
化
を
完
了
し
て
い
る
」
（

頁
・

頁
）
と
し
た
。

230

248

し
か
し
、
僅
か
で
は
あ
っ
て
も
、
一
拍
字
へ
の
去
声
点
加
点
例
が
存
し
、
そ
れ
は
語
中
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

上
声
化
は
完
了
し
て
い
な
い
。

（
６
）

本
資
料
の
声
点
加
点
は
、
呉
音
声
調
一
拍
去
声
が
完
全
に
消
滅
す
る
直
前
の
状
態
を
反
映
す
る
。

イ
．
和
語
へ
の
声
点

本
資
料
巻
第
五
・
六
・
八
に
は
、
少
数
な
が
ら
、
和
語
へ
の
声
点
加
点
も
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
出
現
順
に
、
声
点
加
点
例

（
７
）

・
所
在
・
法
華
経
本
文
該
当
字
を
記
す
。

つ
（
上
）
く
（
平
濁
）
［
告
］
（
五0730-2

）

か
（
平
）
み(

上)

［
上
］
（
六0914-3

）

き
（
上
）
は
（
上
濁
）
め

（
平
）
か
ら
（
平
）
し
（
上
濁
）
［
不
黄
］
（
六1001-1

）

か
（
上
）
く
（
上
濁
）
［
聞
］
こ
と
（
六1029-4

）

き

（
上
）
は
（
平
濁
）
［
牙
］
（
八1253-3

）

つ
（
上
）
め
（
上
）
［
爪
］
（
八1253-3

）

な
（
上
）
［
名
］
を
（
平
）

（
八1248-5

）

順(

平
濁)

せ(

上)

す
（
去
）
［
不
］
し
て
（
八1278-3

）

す
ん
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右
を
、
拍
数
・
品
詞
で
分
け
て
整
理
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

［
一
拍
名
詞
］

［
名
］
な
（
上
）
（
八1248-5

）

［
二
拍
名
詞
］

［
上
］
か
（
平
）
み(

上)

（
六0914-3

）

［
牙
］
き
（
上
）
は
（
平
濁
）
（
八1253-3

）

［
爪
］

つ
（
上
）
め
（
上
）
（
八1253-3

）

［
一
拍
動
詞
］

［
す
］
順(

平
濁)

せ(

上)

す
（
去
）
し
て
（
八1278-3

）

す
ん

［
二
拍
動
詞
］

［
告
ぐ
］
つ
（
上
）
く
（
平
濁
）（
五0730-2

）

［
聞
ぐ
］
か
（
上
）
く
（
上
濁
）
こ
と
（
六1029-4

）

［
三
拍
動
詞
］

［
黄
ば
む
］
き
（
上
）
は
（
上
濁
）
め
（
平
）
か
ら
（
平
）
し
（
上
濁
）
（
六1001-1

）

［
助
動
詞
］

［
不
（
ず
）
］
す
（
去
）
し
て
（
八1278-3

）

［
不
（
じ
）
］
し
（
上
濁
）
（
六1001-1

）

［
助
詞
］

［
を
］
を
（
平
）
（
八1248-5

）

一
拍
名
詞
第
二
類
「
名
」
の
上
声
点
、
そ
の
「
名
」
に
着
く
助
詞
「
を
」
の
平
声
点
、
そ
の
他
の
語
に
加
点
さ
れ
た
声
点

が
示
す
声
調
は
、
『
類
聚
名
義
抄
』
『
四
座
講
式
』
時
代
の
和
語
ア
ク
セ
ン
ト
に
一
致
す
る
。

（
８
）

右
の
よ
う
に
、
本
資
料
の
和
語
に
加
点
さ
れ
た
声
点
も
、
体
系
変
化
前
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
初

中
期
の
加
点
と
考
え
て
矛
盾
は
無
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
本
資
料
の
声
点
は
、
本
文
書
写
と
同
時
期
・
鎌
倉
時
代
初
中
期
の
漢
字
音
・
漢
語
音
声
調
を
反
映
し

て
い
る
も
の
と
し
て
扱
え
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

四
、
本
資
料
声
点
の
分
析

１
．
軽
声
点
の
有
無
と
声
調
体
系

法
華
経
字
音
点
に
お
け
る
軽
声
に
つ
い
て
は
、
沼
本
（
一
九
八
二
）

頁
以
降
で
検
討
済
み
で
あ
る
。
こ
の
検
討
で
、
法

424

華
経
字
音
点
で
は
、
平
声
軽
は
「
一
切
」
に
限
り
、
入
声
軽
は
「
上
接
字
が
上
声
ま
た
は
去
声
、
下
接
字
が
上
声
、
の
場
合

に
本
来
の
入
声
重
が
変
化
し
て
現
れ
る
」
（
沼
本
（
一
九
八
二
）

頁
）
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

434

妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
に
、
「
一
切
」
の
「
切
」
に
平
声
軽
点
加
点
例
は
無
い
。

Ａ
国
会
本
・
東
急
本
『
妙
法
蓮
華
経
』
・
Ｂ
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
・
Ｃ
西
教
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
、
「
一

切
」
の
「
切
」
に
平
声
軽
点
加
点
例
を
持
つ
。

一
方
、
妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
に
は
、
入
声
軽
の
位
置
に
加
点
さ
れ
た
左
の
五
例
が
あ
る
。

周(

上)

帀
（
入
軽
）
し
（0218-1

）

菩(

上)

薩
（
入
軽
）（1221-2

）

菩(

上
濁)

薩
（
入
軽
）（1221-6

）

多(

上
濁)

千(

上

し
ゆ

さ
う

ほ

さ
つ

ほ

さ
つ

た

せ
ん

濁)

億(

入
軽)

（1248-4

）

黒
（
入
軽
）
齒
（
平
）
（1273-6

）

お
く

こ
く

し
う

最
終
例
以
外
は
、
上
声
に
続
く
例
で
あ
り
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
高
調
化
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
全5618

例
中
の
五
例
で
し
か
な
く
、
「
黒
（
入
軽
）
齒
（
平
）
」
の
例
も
存
す
る
た
め
、
入
声
点
を
加
点
す
る
意
図
で
そ
の
加
点
が

こ
く

し
う

ず
れ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
上
接
字
声
調
の
影
響
を
受
け
た
軽
声
は
確
例
が
存
す
る
と
は
言
え
な
い
。

妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
声
点
が
反
映
す
る
声
調
は
、
四
声
体
系
で
あ
る
。

こ
の
点
、
同
時
期
の
字
音
直
読
資
料
と
は
異
な
る
。

２
．
濁
声
点
加
点
率

発
表
者
は
、
漢
音
読
資
料
に
お
け
る
声
点
に
よ
る
清
濁
標
示
率
（
濁
声
点
加
点
率
）
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
（
佐
々
木

勇
（
二
〇
〇
六
）
）
。
呉
音
読
資
料
に
つ
い
て
も
、
十
一
世
紀
加
点
資
料
に
つ
い
て
は
、
調
査
結
果
を
公
表
し
た
（
佐
々
木
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勇
（
二
〇
二
三
）
）
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
日
本
呉
音
の
頭
音
を
「
清
濁
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
十
一
世
紀
末
期
加
点
本

（
丹
生
都
比
売
神
社
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
墨
点
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
朱
声
点
）
以
降
徹
底
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
た
。

本
発
表
の
対
照
資
料
と
し
た
Ａ
『
妙
法
蓮
華
経
』
鎌
倉
中
期
点
・
Ｂ
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
末
期
～
鎌
倉

極
初
期
点
・
Ｃ
西
教
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
期
点
は
、
新
濁
・
本
濁
を
も
区
別
し
、
い
わ
ゆ
る
清
濁
を
原
則
と
し
て
区

別
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
妙
一
記
念
館
蔵
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
は
、
清
濁
を
ど
の
程
度
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

呉
音
で
濁
音
と
な
る
諸
字
に
つ
い
て
、
連
濁
例
を
排
除
す
る
た
め
、
語
頭
例
に
限
っ
た
声
点
加
点
例
を
集
計
す
る
と
、
次

（
９
）

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

（
表
五
）
日
本
呉
音
で
濁
音
と
な
る
漢
字
へ
の
声
点
（
被
加
点
漢
字
の
延
べ
数
）

声
点

巻

第
二

第
五

第
六

第
七

第
八

計

単
声
点

50
3

15
4

15
87

(

％)
(16.7)

(6.8)
(17.4)

(3.9)
(11.4)

(13.1)

濁
声
点

249
41

71
99

117
577

(

％)
(83.3)

(93.2)
(82.6)

(96.1)
(88.6)

(86.9)

計

299
44

86
103

132
664

(

％)
(100.0)

(100.0)
(100.0)

(100.0)
(100.0)

(100.0)

表
五
の
と
お
り
、
巻
に
よ
る
大
き
な
相
違
は
無
く
、
一
割
か
ら
二
割
程
度
は
、
日
本
呉
音
で
濁
音
と
な
る
漢
字
へ
濁
声
点

を
加
点
し
な
い
。
比
較
的
加
点
例
の
多
い
語
例
を
挙
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

成(

去)

就(

平
濁)

し
（1309-4

）

成(

去
濁)

就(

平
濁)

し
て
（1098-2

・1316-5

）

成(

去
濁)
就(
入
濁)

し
て
（1242-6

）

し
や
う

し
ゆ

し
や
う

し
ゆ

し
や
う

し
ゆ

成(

去
濁)

就(

入
濁)

せ
ま
し
か
は
（0174-1

）

成(

去
濁)

就(

平
濁)

せ
り
（0225-1

）

し
や
う

し
ゆ

し
や
う

し
ゆ

自(

平)

然(

去)

（0327-

３
）

自(

入)

然(

去)

智(

平)

（0235-6

）

自(

平
濁)

然(

去)

（0335-2

・0739-6
・1126-4

）

し

ね
ん

し

ね
ん

ち

し

ね
ん

自(

平
濁)

然(

去)

（1157-4

）

自(

入
濁)

然(

去)

（0234-6

）

し

せ
ん

し

せ
ん

妓(

平)

樂(

入)

（1281-2

）

妓(

平
濁)

樂(

入
濁)

（0934-6

・0981-2

・1313-4

・1327-5

）

き

か
く

き

か
く

具(

平)

足(

入)

し
（1309-4

）

具(

平
濁)

足(

入)

し
て
（0189-5

）

具(

入
濁)

足(

入)

す
（0263-5

）

く

そ
く

く

そ
く

罪(

平)

報(

平)

（0274-6

）

罪(

平
濁)

報(

平)

（0274-2

・0276-3

）

さ
い

ほ
う

さ
い

ほ
う

財(

去)

富(

平)

（0237-1

）

財(

去
濁)

富(

平)

（0208-2

・0219-3

）

財(

去
濁)

富
（0223-5

）

さ
い

ふ
く

さ
い

ふ
く

さ
い

ふ
く

本
資
料
に
声
点
加
点
が
存
す
る
巻
第
二
・
五
～
八
の
範
囲
で
、
右
に
挙
例
し
た
「
成
就
・
自
然
・
妓
樂
・
具
足
・
罪
報
・

財
富
」
の
語
頭
字
に
、
Ａ
『
妙
法
蓮
華
経
』
鎌
倉
中
期
朱
点
が
単
点
を
加
点
し
た
例
は
無
い
。

Ａ
『
妙
法
蓮
華
経
』
鎌
倉
中
期
朱
点
に
も
、
日
本
呉
音
で
濁
音
の
「
佛
」
「
第
」
「
示
」
等
に
単
点
の
み
を
加
点
し
た
例

が
少
数
な
が
ら
存
す
る
も
の
の
、
こ
の
濁
声
点
加
点
密
度
の
差
は
、
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
と
字
音
直
読
資
料
の
加
点
の
位

（
１
０
）

相
差
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．
日
本
呉
音
濁
音
字
以
外
へ
の
濁
声
点
加
点
例

と
は
い
え
、
本
資
料
も
八
割
～
九
割
は
当
時
の
漢
語
濁
音
を
示
し
て
い
る
。
本
項
で
は
、
そ
れ
に
着
目
す
る
。
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ア
．
語
中
の
例

本
資
料
に
お
け
る
連
濁
の
実
態
を
知
る
た
め
、
中
国
中
古
音
全
清
字
・
次
清
字
に
対
す
る
語
中
二
字
目
の
濁
声
点
加
点
例

を
抜
き
出
す
（
三
字
目
以
降
に
も
連
濁
例
は
存
在
す
る
も
の
の
、
単
語
認
定
が
異
な
れ
ば
語
頭
例
と
な
り
、
結
果
が
異
な
る
。
二
字
目
に
限

定
す
れ
ば
、
こ
の
揺
れ
が
少
な
い
た
め
の
処
置
で
あ
る
。
梵
語
音
写
字
は
除
外
す
る
）
。

す
る
と
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
、
ｍ
・
ｎ
・

韻
尾
字
に
続
く
漢
字
へ
の
濁
声
点
加
点
例
が
抽
出
さ
れ

ng

る
。
そ
の
一
部
を
掲
げ
る
。

［
上
接
字
韻
尾

］
m

音(

去)

聲(

上
濁)

（0180-6
・1017-6

・1023-5

）

音(

去)

聲(

上
濁)

（1106-2

・1222-5

）

金(

去)

色(

入
濁)

（0178-4

を
ん

し
や
う

お
ん

し
や
う

こ
ん

し
き

・1156-6

）

嚴(

去
濁)

飾(

入
濁)
（0190-3

・0218-3

・0304-2

）

嚴
飾(

入
濁)

（0315-1

）

な
ど
。

こ
ん

し
き

こ
ん
し
き

［
上
接
字
韻
尾
ｎ
］

演(

平)

説(

入
濁)

（0184-6

・1065-2

・1127-3
）

堅(

去)

固(

平
濁)

（0197-3

・0285-5

・0868-1

）

算(

平)

數(

平

え
ん

せ
つ

け
ん

こ

さ
ん

し
ゆ

濁)

（0192-2

・0904-5

・0996-5

）

な
ど
。

［
上
接
字
韻
尾

］
ng

恭(

上)

敬(

入
濁)

（0182-4

・0916-1

）

恭(

上)

敬(

平
濁)
（0271-4

）

功(

去)

徳(

入
濁)

（0179-1

・1308-6

）

く

き
や
う

く

き
や
う

く

と
く

功(

上)

徳(

入
濁)

（0204-4

・1242-6

）

正(

入)

法(

入
濁)
（0189-5

）

正

法(

入
濁
（0198-5

・1079-2

）

正

法

く

と
く

し
や
う

ほ
ふ

し
や
う
ほ
う

し
や
う
ほ
う

(

平
濁)

（0195-2

・0198-4

）

な
ど
。

右
の
諸
語
の
下
字
に
は
、
Ａ
『
妙
法
蓮
華
経
』
鎌
倉
中
期
朱
点
・
Ｂ
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
末
期
～
鎌
倉

極
初
期
点
・
Ｃ
西
教
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
期
点
に
お
い
て
は
、
「
新
濁
」
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

（
１
１
）

た
だ
し
、
上
接
字
が
陽
韻
字
で
あ
れ
ば
Ａ
鎌
倉
中
期
字
音
点
は
必
ず
新
濁
点
を
加
点
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ

の
語
に
、
仮
名
書
き
法
華
経
が
連
声
濁
と
思
わ
れ
る
濁
点
を
加
点
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
若
干
例
を
挙
げ
る
。

［
上
接
字
韻
尾

］
ng

◎
正(

平)

等
（
平
濁
）
（
八1234-3

）

し
や
う

と
う

右
に
対
応
す
る
Ａ
大
東
急
本
鎌
倉
中
期
点
は
、
「
正(

平)

等(

平)

無(

上)

異(

平)

」
（
八0057a17

）
で
あ
り
、
「
等
」
に
新
濁

点
を
加
点
し
な
い
。
「
正
等
」
の
連
濁
例
は
、
現
時
点
の
漢
字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
見
出
せ
な
い
。

し
か
し
、
当
該
箇
所
の
Ｃ
西
教
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
期
点
は
、
「
正(

平)

等(

平
新
濁)

無
異(

平)

」
で
あ
る
（
Ｂ
聖

衆
来
迎
寺
本
は
無
加
点
）
。
日
国
は
、
妙
一
本
仮
名
書
き
法
華
経
の
右
例
を
根
拠
に
、「
し
ょ
う
‐
ど
う
［
シ
ャ
ウ
‥
］

【
正

等
】」
の
見
出
し
を
立
て
る
。

◎
往(

平)

返(

入
濁)

（
二0245-5

）

往(

平)

返(

平
濁)

し
（
五0769-1

）

わ
う

へ
ん

わ
う

へ
ん

右
に
対
応
す
る
Ａ
大
東
急
本
鎌
倉
中
期
点
は
、
「
往(

平)

返(

平)

」
（
二16

―
３
・
五11

―12

）
で
あ
り
、
「
返
」
に
新

濁
点
を
加
点
し
な
い
。
こ
れ
も
、
Ｃ
西
教
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
期
点
は
、「
往
返(

平
新
濁)

」（
二0014a09

・
五0036b16

）

と
新
濁
点
で
あ
る
（
Ｂ
聖
衆
来
迎
寺
本
は
、
巻
二
は
無
加
点
、
巻
五
は
平
声
点
）
。
こ
の
連
濁
例
も
、
漢
字
音
・
漢
語
音
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
日
国
も
見
出
し
と
し
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
本
資
料
が
叡
山
で
の
古
い
法
華
経
読
誦
音
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
有
る
。

（
１
２
）

ま
た
、
中
国
語
原
音
陽
類
字
に
続
く
例
ば
か
り
で
な
く
、
韻
尾
が
無
い
陰
類
字
に
続
く
に
も
拘
わ
ら
ず
、
濁
声
点
が
加
点

さ
れ
た
例
が
存
す
る
。
左
に
挙
げ
る
。

［
上
接
字
中
古
音
末
音
ｕ
］
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①
小(

平)

法(

入
濁)

（
二0328-3

）
（
日
国
は
、
「
し
ょ
う
‐
ぼ
う
［
セ
ウ
ボ
フ
］
【
小
法
】
」
の
見
出
し
の
も
と
に
、
「
易

せ
う

ほ
う

林
本
節
用
集
〔1597

〕
「
小
法

セ
ウ
ホ
フ
」
」
な
ど
の
例
を
挙
げ
る
。
）

②
守(
平)

宮(

上
濁)

(

二0243-1

）
（
当
該
例
の
ヤ
モ
リ
の
意
味
で
は
、
日
国
は
「
し
ゅ
‐
き
ゅ
う
【
守
宮
】」
を
見
出

し
う

く
う

し
と
す
る
。
「
掃
部
頭
（
か
も
ん
の
か
み
）
の
唐
名
」
の
「
し
ゅ
‐
ぐ
う
【
守
宮
】」
は
、
日
国
も
挙
げ
る
。
）

③
姝(

平)

好(
去
濁)

（
二0260-1

）
（
日
国
は
、
「
し
ゅ
‐
こ
う
」
の
見
出
し
に
、
「
妙
一
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
の
こ

し
ゆ

か
う

の
例
を
挙
げ
て
、
「
「
し
ゅ
ご
う
」
と
も
」
と
す
る
。
）

④
妙(

入)

好(

去
濁)

（
二0178-6

）
（
日
国
は
、
「
み
ょ
う
‐
こ
う
［
メ
ウ
カ
ウ
］
【
妙
好
】
」
の
見
出
し
の
み
。
）

め
う

か
う

⑤
逃(

平
濁)

逝(

平
濁)

し
（
二0297-5

・0336-6

）
（
日
国
は
、
見
出
し
を
立
て
ず
。
）

て
う

せ
い

右
の
①
～
④
「
法
・
宮
・
好
・
逝
」
は
、
Ｂ
聖
衆
来
迎
寺
蔵
院
政
末
期
～
鎌
倉
極
初
期
点
・
Ｃ
西
教
寺
蔵
院
政
期
点
に
は
、

濁
声
点
は
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
①
②
は
、
Ａ
国
会
図
書
館
蔵
本
に
は
、
「
新
濁
」
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
（
フ
入
は
、
不
入
声
）
。

①
樂
著
小
法
（
フ
入
新
濁
）
（
二

―
４
）

②
守
宮(

去
新
濁)

百
足
（
二

―

）

28

15

14

右
に
記
し
た
と
お
り
、
①
②
③
は
日
国
も
連
濁
例
を
記
す
。
そ
の
早
期
例
が
、
仮
名
書
き
法
華
経
に
出
現
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て

韻
尾
の
鼻
音
性
が
弱
化
し
ｕ
と
同
音
に
な
っ
た
た
め
、

韻
尾
に
続
く
従
来
の
連
声

ng

ng

濁
例
が
ｕ
に
続
く
連
濁
例
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
原
音
ｕ
の
後
に
も
連
濁
が
生
じ
た
例
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
次
の
唇
内
入
声
字
に
続
く
字
へ
の
濁
声
点
加
点
例
も
、
唇
内
入
声
音
が
ｕ
と
同
音
と
な
っ
た
た
め
の
連

濁
例
で
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
る
。

［
上
接
字
中
古
音
入
声
韻
尾
ｐ
］

⑥
雜(

入
濁)

寶(

入
濁)

（
二0218-3

）

さ
う

ほ
う

（
日
国
は
、
「
ぞ
う
‐
ほ
う
［
ザ
フ
‥
］
【
雑
宝
】
」
の
見
出
し
に
、
「
妙
一
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
の
こ
の
例
を
挙
げ
る
。
）

Ａ
国
会
図
書
館
本
の
対
応
例
に
は
、
「
雜(

［
墨
］
入
濁)

―
寶(

［
墨
］
平)

」
（
二

―
９
）
と
あ
り
、
二
字
が
音
合
符
で

11

結
ば
れ
、
「
寶
」
に
墨
平
声
点
を
加
点
す
る
。
こ
の
資
料
に
お
け
る
音
合
符
は
、
促
音
を
表
示
し
て
い
る
（
沼
本
克
明
（
一
九

七
五
）
）
。
こ
の
例
で
は
、
仮
名
書
き
法
華
経
と
Ａ
国
会
本
の
一
語
化
表
示
法
に
、
連
濁
と
促
音
と
の
相
違
が
存
す
る
。

右
の
諸
例
が
連
濁
例
で
あ
れ
ば
、
次
の
濁
声
点
加
点
例
も
、
誤
点
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
１
３
）

［
上
接
字
中
古
音
末
音
ｉ
・
ａ
・
ｏ
字
へ
の
濁
声
点
加
点
例
］

⑦
閉(

平)

塞(

入
濁)

（
五0833-1

）

⑧
解(

平
濁)

説(

入
濁)

（
七1114-2

）

⑨
破(

平)

法(

入
濁)

（
五0885-6

）

へ
い

そ
く

け

せ
つ

は

ほ
う

⑩
華(

上)

徳(

入
濁)

菩
薩
（
八1310-4

）

⑪
所(

平)

散(

平
濁)

（
二0201-1

）

く
ゑ

と
く

ほ

さ
つ

し
よ

さ
ん

た
だ
し
、
⑥
～
⑪
の
連
濁
形
は
、
Ａ
国
会
本
・
大
東
急
本
鎌
倉
中
期
字
音
、
漢
字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
ジ
ャ
パ

ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
い
ず
れ
に
も
見
出
せ
な
い
。
後
世
の
宗
淵
撰
叡
山
板
山
家
本
法
華
経
本
も
、
⑥
～
⑪
の
下
字
に
濁
声
点
を
加

点
し
な
い
た
め
、
今
は
、
例
を
挙
げ
る
に
留
め
る
。

イ
．
語
頭
の
例

本
資
料
に
は
、
語
頭
に
も
、
日
本
呉
音
濁
音
字
以
外
へ
の
濁
声
点
加
点
例
が
存
す
る
。
こ
れ
も
、
挙
例
す
る
。

［
全
清
］
根(

去
濁)

力(

入)

（
二0233-3

）

嬉(

平
濁)

戲(

平)

す
（
二0245-5

）

忽(

入
濁)

然(

去)

（
二0248-3

）

雕(

去

こ
ん

り
き

き

け

こ
つ

ね
ん

て
う

濁)

（
二0249-2

・0252-6

）

典(

平
濁)

籍(

入
濁)

（
二0290-4

）

寡(

平
濁)

女(

平)

（
五0785-2

）

活(

入
濁)

て
ん

し
や
く

く
わ

に
よ

く
わ
つ

し
（
五0791-6

）

兵(

去
濁)

衆(

平
濁)

（
五0818-3

）

顛(

入
濁)

倒(

入
濁)

（
六0923-5

）

蘓(

上
濁)

油(

上)

（
六

ひ
や
う

し
ゆ

て
ん

た
う

そ

ゆ
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1036-2

）

般(

入
濁)

涅(

入)

槃(

去)

（
七1116-3

）

歡(

去
濁)

喜(

平
濁)

し
て
（
七1118-3

）

多(

上
濁)

千(

上)

億(

入)

は
つ

ね

は
ん

く
わ
ん

き

た

せ
ん

お
く

（
八1248-3

）

［
次
清
］
出(

入
濁)

時(

上
濁)

（
二0191-2

）

し
ゆ
つ

し

４
．
振
り
仮
名
と
声
点
と
の
ず
れ

仮
名
書
き
法
華
経
は
、
経
本
文
を
変
更
す
る
場
合
が
有
る
。
た
と
え
ば
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

［
大
正
蔵
本
文
］

［
仮
名
書
き
法
華
経
］

下
至
阿
鼻
獄
（
六0047c20
）

阿(

平)

鼻(

平
濁)

地
獄(

入
濁)

（
六1016-2

）

あ

ひ

ち

こ
く

右
は
、
大
正
蔵
が
底
本
と
す
る
高
麗
蔵
本
文
と
日
本
古
写
版
本
本
文
と
の
相
違
で
は
な
い
。
今
回
の
比
較
資
料
Ａ
国
会
図

書
館
本
も
「
下(

平
濁)

至(

平)

阿(

平)

鼻(
平
濁)
獄(

入
濁)

」
（
六

―

）
で
あ
り
、
大
正
蔵
本
文
に
等
し
い
。

19

10

仮
名
書
き
法
華
経
が
補
っ
た
「
地
」
に
、
仮
名
書
き
法
華
経
は
声
点
を
加
点
し
な
い
。
こ
れ
が
偶
然
な
け
れ
ば
、
通
常
は

ち

加
点
さ
れ
な
い
漢
字
ま
じ
り
平
仮
名
文
の
漢
字
に
加
点
さ
れ
た
本
資
料
声
点
は
、
字
音
直
読
あ
る
い
は
漢
文
訓
読
資
料
か
ら

声
点
を
移
点
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
先
の
推
測
に
符
合
す
る
。

ま
た
、
本
資
料
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
、
振
り
仮
名
と
声
点
と
の
ず
れ
が
見
ら
れ
る
。

財(

去)

富(

平)

（
二0237-1

）

財(

去
濁)

富(

平)

（
二0208-2
・0219-3

）

ざ
い

ふ
く

ざ
い

ふ
く

右
相
当
例
に
、
Ａ
国
会
本
は
、
「
財(

去
濁)

富(

平)

」
（
二
９
―

・

―

・

―

）
と
墨
声
点
を
加
点
す
る
。

16

11

13

14

12

左
例
も
同
様
で
、
Ａ
国
会
本
は
「
復
」
に
朱
の
入
声
点
を
加
点
し
て
い
る
。

本
資
料

還(

去
濁)

復(

入)

（
七1157-2

・1157-4

）

く
ゑ
ん

ふ

国
会
本

還(

去
濁)

復(

入)

（
七
９
―

・

）

15

15

こ
れ
ら
は
、
先
に
振
ら
れ
て
い
た
仮
名
音
注
に
従
わ
ず
、
字
音
直
読
資
料
ま
た
は
訓
読
資
料
か
ら
声
点
を
移
点
し
た
こ
と

を
示
す
例
な
の
で
は
な
い
か
。

本
資
料
声
点
は
、
字
音
直
読
資
料
と
比
較
し
て
、
入
声
字
と
他
声
字
と
の
出
入
り
が
あ
る
こ
と
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
、

本
発
表
で
も
、
濁
声
点
に
不
正
確
な
例
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
相
違
を
、
漢
字
ま
じ
り
平
仮
名
文
資
料
と
字
音
直
読
資
料
と
の
字
音
の
差
、
と
単
純
に
捉
え
る
こ
と

は
危
険
で
あ
る
。
本
資
料
声
点
が
示
す
声
調
が
、
伝
統
的
な
法
華
経
読
誦
の
字
音
声
調
（
『
九
条
本
法
華
経
音
』
や
『
法
華

経
単
字
』
か
ら
知
ら
れ
る
声
調
）
と
大
き
な
違
い
を
見
せ
な
い
の
は
、
法
華
経
読
誦
の
字
音
声
調
を
移
し
た
た
め
か
も
し
れ

な
い
。

五
、
む
す
び

以
上
、
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
声
点
が
鎌
倉
時
代
初
中
期
の
声
調
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
、
同
時
期
の
法
華
経
字
音
直
読
資
料
に
お
け
る
声
点
と
比
較
し
た
。

そ
の
結
果
、
字
音
直
読
資
料
と
左
の
相
違
点
が
見
ら
れ
た
。

字
音
直
読
『
妙
法
蓮
華
経
』

仮
名
書
き
『
妙
法
蓮
華
経
』

〇
原
則
と
し
て
全
漢
字
に
声
点
加
点

〇
声
点
を
加
点
し
な
い
漢
字
の
ほ
う
が
多
い

〇
毘
富
羅
声
・
フ
入
声
を
区
別
す
る

〇
四
声
の
み
を
区
別
し
、
毘
富
羅
声
・
フ
入
声
を
立
て
な
い

〇
清
濁
を
厳
密
に
区
別
す
る

〇
清
濁
を
区
別
す
る
と
は
限
ら
な
い
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〇
新
濁
・
本
濁
を
区
別
す
る

〇
新
濁
・
本
濁
を
区
別
し
な
い

〇
連
濁
は
原
則
と
し
て
連
声
濁
で
あ
る

〇
直
読
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
連
濁
例
が
存
す
る

本
発
表
は
、
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
声
点
を
、
日
本
漢
字
音
・
漢
語
音
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

基
礎
固
め
を
目
的
と
し
た
た
め
、
声
点
が
反
映
す
る
漢
字
・
漢
語
声
調
の
問
題
に
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

し
か
し
、
直
読
資
料
で
は
句
中
の
漢
字
が
、
仮
名
書
き
法
華
経
で
は
語
頭
と
な
る
た
め
の
去
声
点
加
点
例
の
具
体
例
は
挙

げ
た
。
ま
た
、
直
読
資
料
で
は
句
中
の
連
声
濁
例
が
、
仮
名
書
き
法
華
経
で
は
語
頭
と
な
る
た
め
の
非
連
濁
例
も
存
す
る
。

妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
の
字
音
デ
ー
タ
を
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
後
、
多
く
の
皆
様
に
諸
観
点
か
ら
研
究

し
て
頂
き
た
い
。

そ
の
際
、
本
資
料
声
点
が
漢
字
ま
じ
り
平
仮
名
文
資
料
中
の
漢
語
と
い
う
変
容
は
蒙
っ
て
い
る
も
の
の
、
伝
統
的
な
法
華

経
読
誦
音
の
字
音
声
調
・
清
濁
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

注（
１
）
用
例
所
在
は
、
漢
数
字
で
巻
数
を
記
し
、
複
製
本
の
頁
数
・
行
数
を
算
用
数
字
で
示
す
。
以
下
同
。

（
２
）
沼
本
（
一
九
九
七
）

頁
に
「
「
九
條
本
法
華
経
音
」
（
及
び
「
保
延
本
法
華
経
単
字
」
）
の
反
切
を
分
析
す
る
」
と
あ
る
。

246

（
３
）
振
り
仮
名
の
明
ら
か
な
誤
写
は
修
正
し
て
、
集
計
し
た
。
表
の
数
値
は
、
一
語
の
認
定
法
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
語
認
定
を
し
た
本
資

料
の
デ
ー
タ
全
体
は
、
近
く
、
漢
字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
公
開
す
る
。

（
４
）
Ａ
国
会
本
の
所
在
は
公
開
画
像
の
巻
数
・
頁
数
・
行
数
で
示
す
。
Ａ
東
急
本
は
画
像
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大
正
蔵
の
所
在
を
記

す
。
以
下
、
同
。

（
５
）
佐
々
木

勇
（
一
九
八
七
）

頁
、
参
照
。

204

（
６
）
沼
本
（
一
九
九
七
）

頁
が
挙
げ
る
「
終

（
去
濁
）（
平
）
始(

平)

」
（
六

1064-4

）
は
、
振
り
仮
名
「
し
ゆ
う
」
で
あ
る
た
め
右
の
例

し
ゆ
う

し

248

に
含
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
し
ゆ
う
」
は
同
時
に
加
点
さ
れ
て
い
る
漢
音
声
調
平
声
を
示
す
平
声
点
に
対
応
す
る
漢
音
形
で
あ
る
と

考
え
れ
ば
、
こ
れ
も
、
語
頭
の
一
拍
去
声
点
加
点
例
と
な
る
。

（
７
）
巻
第
二
末
に
、
「
お
き
［
於
］
て
」
（
二

0366-3

）
の
「
き
」
の
上
声
点
の
位
置
に
朱
点
が
存
す
る
も
の
の
、
和
語
の
第
二
音
節
の
み
に

声
点
を
加
点
し
た
例
は
無
い
の
で
、
声
点
と
認
定
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
８
）
金
田
一
春
彦
（
一
九
六
四
）
、
秋
永
一
枝
ほ
か
（
一
九
九
八
）
等
、
参
照
。
二
拍
動
詞
第
一
類
「
か
ぐ
（
聞
ぐ
）
」
の
院
政
・
鎌
倉
時
代

連
体
形
は
、
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。
な
お
、
「
ず
し
て
」
の
「
ず
」
「
し
て
」
と
も
に
下
降
調
の
譜
を
着
け
る
（
『
金
田
一
春
彦
著
作
集
』
第
五
巻

頁
）
。
『
類
聚
名
義
抄
』
は
、
「
シ
テ
」
に
「
上
平
」
の
声
点
を
加
点
す
る
（
高
山
寺
本
「
而
」
・
蓮
成
院
本
「
将
」
）
。
こ
の
「
し
て
」
の

390「
し
」
下
降
調
実
現
の
た
め
、
「
ず
し
て
」
の
「
ず
」
後
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
上
昇
し
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
捉
え
て
「
ず
」
に
去
声
点

を
加
点
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
、
と
解
釈
す
る
。

（
９
）
日
本
呉
音
形
は
、『
三
省
堂
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
』（
二
〇
〇
四
年
）
に
示
し
た
。
本
発
表
で
は
、『
広
韻
』
不
記
載
の
「
瓫
・
姝
・
［
月

扁
］
・
閦
・
惓
」
は
、
対
象
外
と
し
た
。
な
お
、
『
韻
鏡
』
の
全
濁
字
で
あ
っ
て
も
、
「
荷
・
華
・
奇
・
巨
・
競
・
狂
・
禽
・
慧
・
狐
・
巷

・
囚
・
愁
・
床
・
誓
・
石
・
撰
・
旋
・
船
・
値
・
稚
・
馳
・
薄
・
疲
・
和
・
惑
・
咀
・
憔
・
懷
・
牀
・
狹
・
籌
・
脣
・
舊
・
賤
・
踐
・
蹲

・
迴
・
鼷
・
𡸴
・
長(

平
声)

・
分
（
去
声
）
」
は
呉
音
で
濁
音
と
な
ら
ず
、
『
韻
鏡
』
全
清
字
「
欣
・
江
・
告
・
終
・
深
・
先
・
増
・
夫
・

囑
・
縱
・
懈
・
辟
・
箭
（
去
声
）
」
・
次
清
字
「
充
・
欺
」
は
呉
音
濁
音
で
あ
る
。

（

）
字
音
直
読
資
料
の
単
声
点
も
、
直
ち
に
頭
音
清
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
字
音
直
読
資
料
の
デ
ー
タ
も
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

10
に
増
や
し
た
い
。

（

）
こ
れ
ら
、
字
音
直
読
資
料
の
新
濁
点
に
も
揺
れ
が
有
る
。
同
一
文
献
内
の
同
一
語
に
も
、
新
濁
点
加
点
例
と
濁
点
加
点
例
と
が
存
す
る
。

11
（

）
そ
の
他
、
「
貧(

去
濁)

窮(

上
濁)

困(

入
濁)

苦(

平)

」
（
二

0227-1

）
の
「
困
」
に
濁
声
点
を
加
点
す
る
例
が
有
る
。
こ
れ
は
、
対
照
し
た

ひ
ん

く
う

こ
ん

く

12
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字
音
直
読
資
料
に
は
濁
声
点
加
点
例
が
無
い
。
仮
名
書
き
法
華
経
に
お
い
て
、
四
字
一
句
を
そ
の
ま
ま
本
文
に
取
り
込
ん
だ
二
字
目
「
窮
」

く
う

の
韻
尾
の
影
響
で
、
三
字
目
「
困
」
が
連
声
濁
と
な
っ
た
例
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
ん

（

）
本
資
料
の
濁
声
点
に
は
、
誤
点
も
存
す
る
。
た
と
え
ば
、
「
欺(

上)

誑(

平
濁)

」
（
八1279-1

）
は
、「
欺(

上
濁)

誑(

平)

」
（
二0179-5

）

こ

わ
う

こ

わ
う

13
の
例
も
存
し
、
濁
声
点
の
位
置
が
ず
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
日
国
は
、
「
ご
‐
お
う
［
‥
ワ
ウ
］
【
欺
誑
】
」
の
見
出
し
の
み

で
、
宗
淵
撰
叡
山
板
山
家
本
法
華
経
も
「
欺(

上
濁)

誑(

平)

」
で
あ
る
。

コ

ワ
ウ

【
参
考
文
献
】

秋
永
一
枝
ほ
か
』
（
一
九
九
八
）

『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
総
合
資
料
』
（
東
京
堂
出
版
）

沖
森
卓
也
・
三
省
堂
編
纂
所
（
二
〇
〇
四
）

『
三
省
堂
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
』
初
版
（
三
省
堂
）

金
田
一
春
彦
（
一
九
六
四
）
（
二
〇
〇
五
）

『
四
座
講
式
の
研
究
』
（
三
省
堂
。
後
、
『
金
田
一
春
彦
著
作
集
』
第
五
巻
（
玉
川
大
学
出
版
部
）

所
収
）

小
林
芳
規
（
一
九
七
〇
）

「
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
」
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」

巻
１
号
）

29

（
一
九
九
三
ａ
）

「
妙
法
蓮
華
経
訓
読
史
叙
述
の
た
め
の
基
礎
作
業
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」

輯
、
一
九
九
三
年
一
月
）

90

（
一
九
九
三
ｂ
）

「
妙
法
蓮
華
経
の
訓
読
史
か
ら
観
た
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
（
中
田
祝
夫
編
（
一
九
九
三
）
収
載
）

沼
本
克
明
（
一
九
七
二
）

「
日
本
漢
字
音
に
於
け
る
連
濁
と
声
調
と
の
関
係
」
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」

巻
１
号
）

31

（
一
九
七
四
）

「
法
華
経
呉
音
読
に
於
け
る
軽
声
に
つ
い
て
」
（
「
信
州
大
人
文
科
学
論
集
」

。
沼
本
（
一
九
八
二
）
に
改
稿
収

08

載
）

（
一
九
七
五
）

「
漢
字
音
に
於
け
る
促
音
の
表
示
法
」
（
「
国
文
学
攷
」

。
加
筆
修
正
し
て
、
沼
本
（
一
九
八
二
）
に
収
載
）

69

（
一
九
八
二
）

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
）

（
一
九
九
三
）

「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
の
漢
語
声
調
」
（
中
田
祝
夫
編
（
一
九
九
三
）
収
載

（
一
九
九
七
）

『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』（
汲
古
書
院
）

（
二
〇
〇
二
）

「
東
寺
系
呉
音
直
読
資
料
に
於
け
る
四
声
点
の
特
色
」
（
『
声
明
譜
本
の
日
本
語
史
的
研
究
』
〈
平
成11

～13

年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究(C

)(2))

研
究
成
果
報
告
書
〉
所
収
）

（
二
〇
〇
九
）
「
法
華
経
の
陀
羅
尼
の
読
誦
に
つ
い
て
」
（
「
安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻
」

、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

14

佐
々
木

勇
（
一
九
八
七
）

「
呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」

）
10

（
二
〇
〇
六
）

「
鎌
倉
時
代
の
日
本
漢
音
資
料
に
お
け
る
濁
声
点
加
点
に
つ
い
て
」（
『
小
林
芳
規
博
士
喜
寿
記
念
国
語
学
論
集
』〈
汲

古
書
院
〉
所
収
。
佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
九
）
に
加
筆
修
正
の
上
、
収
載
）

（
二
〇
〇
九
）

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』（
汲
古
書
院
）

（
二
〇
二
三
）

「
十
一
世
紀
加
点
声
点
か
ら
知
ら
れ
る
日
本
呉
音
の
位
相
差

─
─
信
州
大
学
日
本
語
学
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
講
演
記
録

―
―
」
（
「
信
州
大
学
人
文
科
学
論
集
」

（
１
）
）

11

中
田
祝
夫
編
（
一
九
八
八
）

『
妙
一
記
念
館
本

仮
名
書
き
法
華
経

影
印
篇
』
上
巻
・
下
巻
（
霊
友
会
）

（
一
九
九
三
）

『
妙
一
記
念
館
本

仮
名
書
き
法
華
経

研
究
篇
』
（
霊
友
会
）

林

史
典
（
一
九
六
九
）

「
九
条
家
本
法
華
経
音
の
脱
落
部
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
学
」

）
79

（
以
上
）


